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(57)【要約】
【課題】十分に良好な養生を速やかに行うことができる
コンクリート養生用袋体および覆工コンクリートの養生
方法を提供する。
【解決手段】膨張時にその外周面２ａがトンネルの覆工
コンクリートＣの内周面に沿って位置させられる袋体２
であって、上記外周面２ａを通気性の無い放熱シートで
構成するとともに、袋体（２）の残る部分を断熱シート
で構成したことを特徴とする。
【選択図】　　　　図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
膨張時にその外周面がトンネルの覆工コンクリートの内周面に沿って位置させられる袋体
であって、前記外周面を通気性の無い放熱シートで構成するとともに、前記袋体の残る部
分を断熱シートで構成したことを特徴とするコンクリート養生用袋体。
【請求項２】
請求項１に記載のコンクリート養生用袋体の前記外周面を含水状態の保水シートで覆い、
前記袋体内に温風を供給して当該袋体を膨張させて前記保水シートを前記覆工コンクリー
トの内周面に当接させる覆工コンクリートの養生方法。
【請求項３】
膨張時にその外周面がトンネルの覆工コンクリートの内周面に沿って位置させられる袋体
であって、前記外周面を、水分を吸収する保水シートで構成するとともに、前記袋体の残
る部分を断熱シートで構成したことを特徴とするコンクリート養生用袋体。
【請求項４】
請求項３に記載のコンクリート養生用袋体の前記保水シートに水分を供給した状態で前記
袋体を膨張させて前記外周面を前記覆工コンクリートの内周面に当接させる覆工コンクリ
ートの養生方法。
【請求項５】
膨張時にその外周面がトンネルの覆工コンクリートの内周面に沿って位置させられる袋体
であって、前記外周面を通気性および／又は通水性のある放熱シートで構成するとともに
、前記袋体の残る部分を断熱シートで構成したことを特徴とするコンクリート養生用袋体
。
【請求項６】
請求項５に記載のコンクリート養生用袋体の前記外周面を保水シートで覆い、前記保水シ
ートに水分を供給した状態で前記袋体を膨張させて前記保水シートを前記覆工コンクリー
トの内周面に当接させる覆工コンクリートの養生方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はコンクリート養生用袋体およびこれを使用した覆工コンクリートの養生方法に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１にはセントルを使用してトンネル内周面に所定厚の覆工コンクリートを打設
した後、袋体（バルーン）を膨らませてその外周面を覆工コンクリートの内周面にほぼ一
様に密着させることによって打設された覆工コンクリートを養生する方法が開示されてい
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－９０１４６
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記従来の養生方法のように送風機などを使って外気を送り込み袋体を膨らま
せてその外周面を覆工コンクリートの内周面に密着させるだけでは、養生中にコンクリー
トから発生する硬化熱を外気により冷やしてしまい、予定された強度が得られないなどの
問題があった。
【０００５】
　そこで、本発明はこのような課題を解決するもので、良好な養生環境を整えることが可
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能なコンクリート養生用袋体および覆工コンクリートの養生方法を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本第１発明のコンクリート養生用袋体は、膨張時にその外
周面（２ａ）がトンネル（Ｔ）の覆工コンクリート（Ｃ）の内周面に沿って位置させられ
る袋体（２）であって、前記外周面（２ａ）を通気性の無い放熱シートで構成するととも
に、前記袋体（２）の残る部分を断熱シートで構成したことを特徴とする。
【０００７】
　本第１発明によれば、袋体の外周面のみを放熱シートで構成し、他は断熱シートで構成
したことにより、袋体内へ供給された温風はその温度が低下することなく袋体の外周面か
ら効率的に放熱させられ、この結果、当該外周面に沿って位置する覆工コンクリートの良
好な養生環境を整えることが出来る。
【０００８】
　本第２発明の覆工コンクリートの養生方法では、本第１発明のコンクリート養生用袋体
（２）の前記外周面（２ａ）を含水状態の保水シート（４）で覆い、前記袋体（２）内に
温風を供給して当該袋体を膨張させて前記保水シート（４）を前記覆工コンクリート（Ｃ
）の内周面に当接させる。
【０００９】
　本第２発明によれば、袋体の外周面からの放熱によって保水シートに含まれる水分が温
められ、これが覆工コンクリートの内周面に供給されて覆工コンクリートの良好な養生環
境を整えることが出来る。
【００１０】
　本第３発明のコンクリート養生用袋体（２）は、膨張時にその外周面（２ａ）がトンネ
ル（Ｔ）の覆工コンクリート（Ｃ）の内周面に沿って位置させられる袋体であって、前記
外周面（２ａ）を、水分を吸収する保水材で構成するとともに、前記袋体の残る部分を断
熱シートで構成したことを特徴とする。
【００１１】
　本第４発明の覆工コンクリートの養生方法では、本第３発明のコンクリート養生用袋体
（２）の前記保水材に水分を供給した状態で前記袋体（２）を膨張させて前記外周面を前
記覆工コンクリート（Ｃ）の内周面に当接させる。
【００１２】
　本第４発明においても本第２発明と同様の効果が得られるとともに、別体の保水シート
を袋体の外周面に被せる必要が無いうえに、袋体の内部から保水シートに水分を供給する
ことが可能になる。
【００１３】
　本第５発明のコンクリート養生用袋体（２）は、膨張時にその外周面（２ａ）がトンネ
ル（Ｔ）の覆工コンクリート（Ｃ）の内周面に沿って位置させられる袋体であって、前記
外周面を通気性および又は通水性のある放熱シートで構成するとともに、前記袋体の残る
部分を断熱シートで構成したことを特徴とする。
【００１４】
　本第６発明の覆工コンクリートの養生方法では、本第５発明のコンクリート養生用袋体
（２）の前記外周面（２ａ）を保水シート（４）で覆い、前記保水シート（４）に水分を
供給した状態で前記袋体（２）を膨張させて前記保水シート（４）を前記覆工コンクリー
ト（Ｃ）の内周面に当接させる。
【００１５】
　本第６発明においても、本第２発明と同様の効果が得られるとともに、袋体の内部から
保水シートへ水分を供給することが可能になる。
【００１６】
　上記カッコ内の符号は、後述する実施形態に記載の具体的手段との対応関係を参考的に
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示すものである。
【発明の効果】
【００１７】
　以上のように、本発明のコンクリート養生用袋体および覆工コンクリートの養生方法に
よれば、良好な養生環境を整えることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態における、養生台車を設置したトンネルの横断面図である
。
【図２】本発明の第１実施形態における、養生台車を設置したトンネルの縦断面図である
。
【図３】本発明の第１実施形態における、袋体の概念的斜視図である。
【図４】本発明の第１実施形態における、袋体を膨張させた状態での養生台車を設置した
トンネルの横断面図である
【図５】本発明の第１実施形態における、温風供給時の袋体の概念的斜視図である。
【図６】本発明の第４実施形態における、袋体の断面図である。
【図７】本発明の第４実施形態における、袋体の収縮時の断面図である。
【図８】本発明の第４実施形態における、養生台車の枠体に設置された袋体の断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　なお、以下に説明する実施形態はあくまで一例であり、本発明の要旨を逸脱しない範囲
で当業者が行う種々の設計的改良も本発明の範囲に含まれる。
【００２０】
（第１実施形態）
　図１には内周壁全周に所定厚で覆工コンクリートＣを打設した後のトンネルＴの横断面
図を示す。覆工コンクリートＣの直下のトンネル内には左右のレールＲ上をトンネル長手
方向（紙面垂直方向）へ移動可能な養生台車１が位置している。養生台車１は半円弧状の
枠体１１を備えており、その外周に沿って詳細を後述するコンクリート養生用袋体（以下
、単に袋体という）２が配設されている。養生台車１の左右位置には温風供給装置３Ａ，
３Ｂが設けられている。温風供給装置３Ａ，３Ｂは空気を所定温度に加熱する温風発生器
と送風機を組み合わせたものである。
【００２１】
　養生台車１は図２に示すようにトンネルＴの長手方向へ例えば覆工コンクリートＣの一
回の打設長さに相応する一定の長さを有している。図２は、養生台車１が、覆工コンクリ
ートＣの打設に使用される移動セントルＭの後端（坑口側）に連結されている例を示して
いる。袋体２は適当な長さ（幅）のものが複数長手方向へ接して設けられており（実施例
では二つ）、左右の各温風供給装置３Ａ，３Ｂから前後へ温風供給ダクト３１が延びて各
袋体２に連結されている。なお、図２では各袋体２は後述する膨張させられた状態にある
。
【００２２】
　各袋体２は図３に示すように覆工コンクリートＣの内周面に対向するその外周面２ａ（
図３で示す上面）は通気性の無い放熱シート、例えばポリエステルやアクリル、ポリウレ
タン等の合成繊維材のシートで構成されている。一方、袋体２の残る部分、内周面２ｂや
側面２ｃはアルミ蒸着シートやアルミ断熱シート等の断熱シートで構成されている。
【００２３】
　なお、図３は理解を容易にするために袋体２を全体が単純な矩形のものとして描いてあ
るが、実際の形状は図１に示すような（但し収縮させた状態である）養生台車１の枠体１
１外周に沿った半円弧状のものに成形する等、枠体１１の外周上で膨張して覆工コンクリ
ートＣの内周面との間の空間を埋めるような適宜の形状とする。
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【００２４】
　このような袋体２に温風供給装置３Ａ，３Ｂから温風を供給すると、供給された温風に
よって図４に示すように袋体２は養生台車１の枠体１１の円弧状外周面から覆工コンクリ
ートＣの内周面に向けてその間の空間を埋めるように膨出して袋体２の外周面が覆工コン
クリートＣの内周面に当接する。そしてこの状態で図５に示すように、覆工コンクリート
Ｃの内周面に接する袋体２の外周面２ａから覆工コンクリートＣの内周面に放熱がなされ
る。この結果、打設された覆工コンクリートＣは温められて温度低下を生じることなく適
温に維持され、良好な養生環境を整えることができる。この際、袋体の外周面以外の、内
周面２ｂや側面２ｃは断熱シートで構成されているから袋体内に供給された温風の温度が
低下することが防止される。
【００２５】
（第２実施形態）
　第１実施形態の袋体２の外周面２ａ上に保水シートを被せ、袋体２内へ温風を供給して
これを膨張させた際に、保水シートが覆工コンクリートＣの内周面に当接するようにする
。これによれば、袋体２の外周面２ａからの放熱によって保水シートに含まれる水分が温
められ、これが覆工コンクリートの内周面に供給されて覆工コンクリートのより良好な養
生環境を整えることができる。
【００２６】
（第３実施形態）
　第１実施形態の袋体の外周面を、通気性の無い放熱シートに代えて保水シートで構成し
ても良い。保水シートとしては不織布のように水分を多く吸収する素材が望ましく、その
ほか麻や綿等の天然繊維シートやレーヨン等の合成繊維シートが使用できる。そして、こ
のような袋体を膨張させて保水シートを覆工コンクリートの内周面に当接させるとともに
、以下の第４実施形態で説明するような構成で上記保水シートに水分を供給する。これに
よれば、第２実施形態と同様の効果が得られるとともに、保水シートに袋体内から水分を
供給することが可能である。
【００２７】
（第４実施形態）
　図６（１）に示す袋体２はその外周面２ａが通気性および／又は通水性のある放熱シー
トで構成してある。このような放熱シートは、供給された温風によって袋体が十分膨らむ
ことを保証しつつ通気性および／又は通水性を確保できるものである必要があり、通気性
及び通水性を確保できるものとしては例えば目の細かいメッシュシートやナイロン繊維シ
ート等が使用できる。
【００２８】
　図６（１）から（２）に示すように、袋体２の外周面２ａ上に保水シート４を被せる。
このような構造では、袋体２から空気を抜いて収縮させた状態で、図７に示すように、袋
体２に設けた温風供給ダクト３１の接続口２１等から袋体２内へ給水ホースを挿入し、保
水シート４に散水することによって当該シート４を常に湿潤状態に維持することができる
。　　
【００２９】
　そして、トンネル長手方向へ複数並べた上記袋体２（図８（１））内に温風を供給して
これらを膨張させて（図８（１）から（２））、袋体２の外周面に被せた保水シート４を
覆工コンクリートＣの内周面に当接させる。袋体２内の温風はその外周面２ａから保水シ
ート４内を通過し、この間に適度な湿潤状態となって覆工コンクリートＣの内周面に至る
。これにより、覆工コンクリートＣが適正かつ速やかに養生される。
【００３０】
　なお、第１実施形態で説明した温風供給装置３Ａ，３Ｂ内にミスト発生器を組み込み、
あるいはスチーム発生器を使用して、送出される温風の湿度を必要とされる値まで高くし
ておくと、袋体２内に適度な湿度の温風が供給されて保水シート４は常に湿潤した状態に
おかれるから、袋体２を収縮させたときに保水シート４にその都度散水する手間が省略な
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いし軽減される。
【符号の説明】
【００３１】
２…袋体、２ａ…外周面、３，３Ａ，３Ｂ…温風供給装置、４…保水シート、Ｃ…覆工コ
ンクリート。
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【図３】

【図４】
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